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土屋眞一教授略歴および主要著作目録
略歴
昭和32年10月
33年3月
36年4月
10月
40年12月
42年4月
12月
45年6月
46年3月
47年3月
4月
50年8月
51年10月
53年3月
55年4月
司法試験合格
京都大学法学部卒業
司法修習終了
京都地方検察庁検事（昭和36年9月まで）
岡山地方検察庁検事（昭和40年11月まで）
東京地方検察庁検事（昭和42年11月まで）
前橋地方検察庁で司法修習生に対する実務修習指導（1
年間）同地検で司法修習生係として検察の捜査公判の実
務にっいて指導した。
前橋地方検察庁検事（昭和46年3月まで）
米国ノートルダム大学ロースクール比較法課程修了
東京地方検察庁検事（昭和47年3月まで）
法務省法務総合研究所室長研究官（昭和50年7月まで）
司法試験考査委員刑事政策担当（昭和49年3月まで）
法務省刑事局付検事（昭和51年10月まで）
法務省刑事局参事官（昭和53年3月まで）
国連アジア極東犯罪防止研修所（UNAFEI）次長（昭和
56年12月まで）
法務総合研究所教官（2年10ヶ月間）同研修所国連協
力部の次長として、後進国の判事・検事等に対し、刑事
司法手続きの運用等に関する研修・演習等を担当した。
早稲田大学法学部及び同大学院兼任講師（刑法・刑事訴
訟法、アメリカ刑事法担当）（平成3年3月まで）
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56年1月
4月
59年6月
61年11月
62年4月
12月
63年4月
平成2年4月
3年4月
5年4月
7月10月
6年4月
10年4月
5月
11年1月
14年1月
15年4月
16年4月
法務大臣官房参事官法務省刑事局参事官室長（昭和
59年5月まで）
司法試験考査委員刑法担当（昭和57年3月まで）
東京高等検察庁検事（昭和61年10月まで）
東京地方検察庁公判部長（昭和62年11月まで）
司法試験考査委員（3年問）
法務省法務総合研究所研究第1部長（平成2年3月ま
で）
司法試験考査委員刑事政策担当（平成2年3月まで）
最高検察庁検事（平成3年3月まで）
山口地方検察庁検事正（平成5年3月まで）
最高検察庁検事（平成5年6月依願退職）
財団法人・アジア刑財団理事（現在に至る）
横浜地方法務局所属公証人（川崎合同公証役場）（平成
15年3月まで）
国連犯罪防止及び刑事司法計画に関する国際科学的専門
的諮問協議会（ISPACローマに本部）執行委員会理事
（平成7年3月まで）
横浜公証人会理事（平成11年3月まで）
日本公証人連合会外務委員長（平成12年4月まで）
公証人国際連合常任理事（平成13年12月まで）
公証人国際連合副会長（Vice－president，UnionIntemadonale
duNotariatLatin（UINL））
弁護士登録（第一東京弁護士会所属）（現在に至る）
勲二等瑞宝章受賞
白鴎大学法科大学院法務研究科教授（刑事訴訟法の基礎
等担当）（平成17年3月まで）
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17年1月
4月
慶慮義塾大学法科大学院法務研究科客員教授（刑事訴訟
法総合担当）（平成17年3月まで）
公証人国際連合名誉理事（現在に至る）
白鴎大学法科大学院法務研究科教授（刑事訴訟法演習
A、刑事訴訟法演習B、刑事法総合演習、外国法（英
米・刑事法）、エクスターンシップ等担当）
慶磨義塾大学法科大学院法務研究科客員教授（刑事法総
合担当）（現在に至る）
著書
平成3年4月
4年4月
9年10月
『昭和の刑事政策』立花書房共著
『CrimeandCriminalPolicyinJapan－Analysisand
EvaluationoftheShowaEra，1926－1988』SpringeFVerlag
NewYbrk共著
『AComparativeStudyoftheSystemandFunctionofthe
NotaryPublicinJapanandtheUnitedStates』National
NotaryAssociationinUSA
論文等
昭和45年6月
47年
48年
「米国における公訴権の運用についての研究」『検察月
報』232
「犯罪動向の国際比較」『研修』294
「鹿島開発と犯罪動向（特集・地域開発に伴う犯罪動向
とその対策）」『法律のひろば』25－10
「最近の犯罪動向と大都市犯罪一昭和48年版犯罪白書か
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49年
50年
51年
ら」『研修』306
「犯罪のコストについての考察」『警察研究』44－8
「アメリカにおける航空機の不法奪取の動向とその対
策」『法律のひろば』26－3
「最近の女性犯罪の動向」『法律のひろば』26－6
「嬰児殺」『研修』312
「嬰児殺に関する研究」『警察研究』45－7
「最近の犯罪動向と開発地域における犯罪一昭和49年度
版犯罪白書から」『研修』318
「我が国の犯罪動向一昭和48年犯罪白書より」『法律の
ひろば』27－1
「FranklinE．Zimring著「犯罪予防についての展望」
（Per－spectivesonDe－terrence）」「罪と罰』11－4
「犯罪の社会的経済的結果」「罪と罰』12－2
「少年司法に関する国際会議について」『罪と罰』12－4
「徳島市公安条例3条3号、5条の犯罪構成要件として
の明確性及び道路交通法77条、119条1項13号との関
係」『研修』329
「我が国の犯罪動向」『法律のひろば』28－1
「刑法45条後段の「其裁判確定前」の意義」『研修』334
「いわゆるカレン判決と安楽死」『研修』337
「刑法改正と非犯罪化」『罪と罰』13－2
「非犯罪化と犯罪化」『警察学論集』29－5
「刑法の全面改正にっいてく上＞」『警察学論集』29－7
「刑法の全面改正にっいて」『法律時報』48－10
「捜索差押令状の捜索場所の特定及び違法収集証拠の証
拠能力」『研修』339
52年
53年
54年
55年
56年
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「刑事訴訟法の一部を改正する法律一費用補償制度の新
設一にっいて」『法律のひろば』29－8
「カレン事件と安楽死について」『警察研究』48－1
「死者の財物の奪取と窃盗罪の成否」『研修』345
「所持品検査の限界と違法収集による証拠排除」「法律の
ひろば』30－5
「国連犯罪対策等専門家会議に出席して」『罪と罰』16－1
「国連犯罪対策等専門家会議について」『刑政』90－8
「鹿島開発地域における犯罪現象とその対策」東京大学
出版社平野龍一ほか編『日本の犯罪学』
「嬰児殺に関する研究」東京大学出版社平野龍一ほか
編『日本の犯罪学』
「ミクロネシアの刑事司法会議」『罪と罰』17－3
「国政調査権との関係（刑事訴訟法の理論と実務）」「別
冊判例タイムズ』7（刑事訴訟法の理論と実務：施行
30年の総検討）
「法定速度違反の犯罪で指定制限速度違反を犯した自動
車運転者の罪責」『研修』395
「刑法改正についてのパネルディスカッション」『判例タ
イムズ』434
「刑法改正と保安処分」『捜査研究』30－10
「保安処分（刑事法ノート8）」『判例タイムズ』441
「刑法改正についての討論」『警察研究』52－6
「刑法改正についてのパネルディスカッション（刑事法
ノート2）」『判例タイムズ』434
「公判活動・立証活動と検察」『法学セミナー増刊総合
特集シリーズ』16（現代の検察）
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57年
58年
????
8月
10月
11月
3月
???
9月
59年3月
「声紋鑑定一鬼頭ニセ電話事件」「別冊ジュリストNα74
刑事訴訟法判例百選』（第4版）
「刑法改正について」『法律のひろば』34－6
「犯罪防止についてのインターセクトラル・アプローチ
にういて」「THELAW’SCHOOL』48
「最近の犯罪現象について一昭和57年版犯罪白書から」
『THELAWSCHOOL』51
「承継的共同正犯」『研修』403
「文明社会の基本条件」『THELAWSCHOOL』43
「刑法改正問題意見交換会＜2＞」『判例タイムズ』463
「覚せい剤取締法41条の2第2項等にいう営利の目的と
刑法65条」『研修』410
「刑事司法制度のトランスファラビリティー（刑事法ノー
ト30）」『判例タイムズ』469
「刑法改正と治療処分の必要性」『法令ニュース』414
「アメリカの刑事司法改善法案について（刑事法ノー
ト）」『判例タイムズ』477
「精神医学からみた治療処分制度」『法令ニュース』429
「刑罰の目的等について（刑事法ノート）」『判例タイム
ズ』485
「ダイヴァージョン（diversion）」『LAWSCHOOL』54
「違法収集証拠の排除法則」『LAWSCHOOL』55
「刑事司法における被害者の役割と保護（刑事法ノー
ト）」『判例タイムズ』492
「堕胎罪について」「判例タイムズ』500
「現代社会と刑法改正（2）」日本評論社石原一彦ほか
編『現代刑罰法大系第1巻』
5月
60年11月
61年9月
63年7月
8月
10月
12月
平成元年1月．
5月
10月
2年1月
2月
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「通名による再入国許可申請書の作成と私文書偽造罪の
成否」『研修』431
「約束による自白（昭和41．7．1最高二小判）」『警察関
係基本判例解説100〔別冊判例タイムズ9〕』169～170
頁所収
「声紋鑑定」『別冊ジュリストNα89刑事訴訟法判例百
選』（第5版）
「公判準備」筑摩書房三井誠ほか編『刑事手続・上』
「裁判の公開」筑摩書房三井誠ほか編『刑事手続・下』
「鑑定」筑摩書房三井誠ほか編『刑事手続・下』
「公判手続をめぐる問題点」筑摩書房三井誠ほか編
『刑事手続・下』
「裁判の効力」筑摩書房三井誠ほか編『刑事手続・下』
「第8回国連犯罪防止等会議の第1議題に関する地域間
準備会議」『罪と罰』26－1
「最近の累犯者の実態と特徴一昭和63年版犯罪白書か
ら」『警察学論集』41－12
「累犯者の状況と対策」『法律のひろば』42－1
「現代社会と刑事政策＜2＞一最も安全な国の刑事司
法」『時の法令』1354
「不作為犯」青林書院大塚仁ほか編『大コンメンター
ル刑法第2巻』
「昭和の刑事政策を考える〔座談会〕」『法律のひろば』
43－1
「昭和の刑事政策一平成元年版犯罪白書からく上＞」『警
察学論集』43－1
「昭和の刑事政策一平成元年版犯罪白書からく下＞」『警
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3月
7年11月
12月
9年1月
10年2月
5月
10月
11年4月
12年5月
13年1月
5月
7月
10月
察学論集』43－2
「リーガル・リサーチ」『判例時報』1335
「公証人の仕事とその役割」『法令ニュース』30巻11号
（宮澤浩一氏との対談）
「ExperienceandPracticalMeasuresAimedatCorruption
InvolvingPublicOfficials」『ACPFTODAY』
「アメリカ公証人連合会総会に出席して」『公証』116
共著
「アメリカ公証人制度とその実蕩の動向一日米の両制度
を比較して」『自由と主義』49－2
「アメリカ公証制度とその実務の動向」『公証法学』27
「アメリカ公証人連合会第19回総会への参加報告」『公
証』121共著
「公証人国際連合第22回国際会議について」『法の支
配』115
「公証制度拡充の効用く論点＞」10日読売新聞朝刊
「公証人の国際会議」『日本法律家協会会窓』60
「ケルンで開催されたラテン系公証人国際連合総会及び
常任理事会にっいてく報告＞」公証129号134～142頁
共著
「ラテン系公証人国際連合・国際協力委員会視察団の訪
日及び韓国公証制度等視察についてく報告＞」公証130
号45～61頁共著
「主要国の公証人制度と公証人の国際協カー特に公証人
国際連合の活動について」『自由と正義』52
「アジァ担当副会長選任をめぐる国連の動き一ラテン系
公証人国際連合第4回常任理事会の状況について（報
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12月
14年3月
10月
15年1月
10月
告）＜報告＞」公証131号76～83頁共著
「公証人国際連合の国際会議及び加盟国の公証制度く論
説・解説＞」月刊民事法情報183号51～57頁
「公証人国際連合の第23回会議及び加盟国の公証制度に
ついて」『公証法学』31
「ラテン系公証人国際連合・常任理事会等への出席報告
く報告＞」公証135号35～46頁共著
「ラテン系公証人国際連合（UINL）の常務委員会・常任
理事会及び通常総会への出席報告」公証136号169～181
頁共著
「ラテン系公証人国際連合（UINL）の臨時総会及び『フ
ランス公証人法』制定200年祭祝賀行事への参加報告」
公証138号104～110頁共著
その他
平成16年8月
17年1月
「司法改革について」現代法律出版『現代刑事法』第6
巻第8号
〔座談会〕「法科大学院の開校と展望」第一東京弁護士会
『会報』
